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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　器具用のチッププロテクターデバイスであって、該器具は遠位側のチップを有する細長
いシャフトを含み、前記チップは端面を含み、
　前記チッププロテクターデバイスは:
　前記チップと係合しうるガード部であって、その一部が前記チップの前記端面から遠位
に伸び、前記チップと接触するように配置された接触表面を含み、かつ前記ガード部と前
記チップの前記端面の中央部との接触を防ぐように構成されたガード部;
　前記端面から距離をおいて前記器具の前記シャフトの一部を把持するよう配置された第
１把持部材および第２把持部材;
　第１接続部材;および、
　第２接続部材を含み、
　前記第１接続部材の端部から延びる前記第１把持部材及び前記第２接続部材の端部から
延びる前記第２把持部材は、前記器具の前記チップが前記チッププロテクターデバイスに
挿入されかつ前記チッププロテクターデバイスから取り外され得る第１の位置と、前記把
持部材が前記器具の前記シャフトと接触し前記シャフトを把持する第２の位置の間で、互
いに相対移動が可能であり、
　前記第２の位置で第１接続部材および第２接続部材を固定するように構成された係合手
段を含む、
ことを特徴とするチッププロテクターデバイス。
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【請求項２】
　前記チッププロテクターデバイスは単一体である、請求項１に記載のチッププロテクタ
ーデバイス。
【請求項３】
　前記ガード部が少なくとも１つの開孔を含む、請求項１または請求項２に記載のチップ
プロテクターデバイス。
【請求項４】
　プラスチック材料から制作される、請求項１から請求項３のいずれか１つの請求項に記
載のチッププロテクターデバイス。
【請求項５】
　前記係合手段の第１部分が前記第１接続部材上に設けられ、前記係合手段の第２部分は
前記第２接続部材上に設けられる、請求項１－４のいずれか１つの請求項に記載のチップ
プロテクターデバイス。
【請求項６】
　前記第１接続部材は前記ガード部の一方の側面から伸び、前記第２接続部材は前記ガー
ド部の他方の側面から伸びる、請求項１－５のいずれか１つに記載のチッププロテクター
デバイス。
【請求項７】
　前記係合手段の前記第１部分はガード部から最も遠い前記第１接続部材の端部に位置し
、前記係合手段の前記第２部分は前記ガード部から最も遠い第２接続部材の端部に位置す
る、請求項６に記載のチッププロテクターデバイス。
【請求項８】
　前記第２接続部材の端部は二つの脚部材を含み、前記脚部材はこれらの間に前記器具の
前記シャフトを受け入れるように間隔があけられている、請求項７に記載のチッププロテ
クターデバイス。
【請求項９】
　前記係合手段の前記第１部分が前記脚部材上に位置する、請求項８に記載のチッププロ
テクターデバイス。
【請求項１０】
　前記把持部材の各々はそれぞれの前記接続部材の前記端部から前記ガード部の方向へ伸
びる、請求項１－９のいずれか１つの請求項に記載のチッププロテクターデバイス。
【請求項１１】
　前記把持部材の各々は半円筒状である、請求項１－１０のいずれか１つの請求項に記載
のチッププロテクターデバイス。
【請求項１２】
　前記係合手段が相互に係合する歯を含む、請求項１－１１のいずれか１つの請求項に記
載のチッププロテクターデバイス。
【請求項１３】
　前記第１接続部材または前記第２接続部材に取り付けられたタブであって、前記タブは
前記第１接続部材および前記第２接続部材が前記第２の位置にある場合、前記係合手段を
覆うように配置され、前記第１接続部材および前記第２接続部材を前記第１の位置に移動
させるために係合手段を外すよう前記タブを壊さなくてはならないように構成されるタブ
である、請求項１－１２のいずれか１つの請求項に記載のチッププロテクターデバイス。
【請求項１４】
　第１識別手段および第２識別手段を含む識別手段であって、前記第１接続部材および前
記第２接続部材が前記第２の位置にある場合、前記第１識別手段は、前記タブ上に設けら
れるとともに、前記第２識別手段は前記タブによって覆われ、前記第２識別手段は前記タ
ブが壊れた場合に出現する、前記識別手段をさらに含む、請求項１３に記載のチッププロ
テクターデバイス。
【請求項１５】
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組立体は:
　請求項１－１４のうちのいずれか１つに記載のチッププロテクターデバイス;および、
器具、を含み、
　前記器具は先端チップを有する細長い前記シャフトを含み、前記チップは端面を含み、
前記チッププロテクターデバイスは前記器具と係合することを特徴とする組立体。
【請求項１６】
　前記器具が内視鏡である、請求項１５に記載の組立体。
【請求項１７】
　前記器具がボアスコープである、請求項１５に記載の組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、内視鏡またはボアスコープなどの器具のチッププロテクターデバイス、チップ
プロテクターデバイスおよび内視鏡またはボアスコープを含む組立体、およびチッププロ
テクター器具の構築用のデバイス素材に関する。
【背景技術】
【０００２】
内視鏡またはボアスコープは、容易には接近できず、また直接観察することができない体
腔または他の内部空間の画像を映し出すために使用される。
【０００３】
内視鏡または他の類似した細長い光プローブは、先端チップを有する細長い挿入シャフト
を含む。チップからデバイスのユーザーに画像を送信するために、対物レンズが先端チッ
プに提供され、また、光伝送システムが内視鏡のシャフトの内部に提供される。典型的に
は、光伝送システムは光ファイバーおよび/またはレンズ機構を含むであろう。
【０００４】
シャフトとチップも典型的には、内視鏡のチップのまわりのエリアを照らすことを可能に
し、かつ他の器具がシャフトを通ってチップまで伸びることを可能にするように構成され
、例えば、医療用内視鏡の場合の生検鉗子が例に挙げられる。したがって、内視鏡のチッ
プは非常に複雑かつ非常にデリケートなため、比較的高価になることがある。
【０００５】
病院の環境の中で使用されているすべての内視鏡について、少なくとも半分が修理のため
利用不可能かもしれないと考えられる。損傷した内視鏡は修理に費用がかかり、また内視
鏡検査を実施する設備能力を損なう場合があり、患者の安全性を危うくする可能性がある
。更に、内視鏡の損傷のおよそ７０%は不適当な取り扱いに起因するかもしれないと信じ
られている。
【０００６】
したがって、内視鏡かボアスコープの清掃および保管中、さらに付け加えると医療用内視
鏡の殺菌中は、可能な限りチップを損傷から保護することが望ましい。多数の既存技術デ
バイスが、特に医療用に適用されることで知られているが、しかし、これらのデバイスの
各々には欠点がある。
【０００７】
あるデバイスは、スポンジまたは柔らかい発泡体で作られ、内視鏡のチップを受け入れる
ための中央の開孔を有するおおよそ円筒状の本体を含む。したがって、このデバイスはチ
ップのまわりに緩衝材を設けるが、しかし、発泡体もまた潜在的にチップから湿気を吸収
する可能性がある。このように湿気を吸収することで、スポンジまたは発泡体が内視鏡を
汚染しうる微生物を繁殖させることがある。
【０００８】
別のデバイスは、内視鏡のチップにフィットするように構成された伸縮性を持ち可変なメ
ッシュスリーブを含む。メッシュスリーブの構成は、衝撃からチップを保護する程度の弾
力性を含む。しかし、メッシュスリーブは、内視鏡のチップから着脱するのが難しくなる



(4) JP 6626502 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

ことがあり、それはチップへの損傷につながり得る。更に、メッシュスリーブは、比較的
大きな領域にわたって内視鏡のチップと接触し、清掃および保管中に、内視鏡のチップの
乾燥および通気を妨げる。
【０００９】
本発明の目的は、先行技術デバイスの少なくともいくつかの欠点を克服する、改良された
チッププロテクターデバイスを提供することである。
【発明の概要】
【００１０】
本発明の第１の様相によれば、器具のためにチッププロテクターデバイスを提供し、該器
具は先端チップを有する細長いシャフトを含み、前記チップは端面を含み、前記チッププ
ロテクターデバイスが：
前記チップと係合しうるガード部であって、ガード部の一部が前記端面へ遠位に伸び、前
記チップと接触するように配置された突出表面を含むガード部であり、かつガード部と端
面の中央部の接触を防ぐように構成されたガード部；
器具のシャフトの一部を把持するよう配置された把持部材；
第１接続部材；および、
第２接続部材であって、器具の前記チップがチッププロテクターデバイスに挿入されかつ
チッププロテクターデバイスから取り外され得る第１の非係合位置と、把持部材が器具の
シャフトと接触しシャフトを把持する第２の把持位置の間で、互いに相対移動が可能であ
る第１接続部材および第２接続部材、を含み、
第１接続部材および第２接続部材が第１の位置または第２の位置で変形する。
【００１１】
チッププロテクターデバイスは、器具上でバイオフィルムの形成を防止するためチップの
周りで通気させる一方で、内視鏡などの器具のデリケートな光学素子を保護するように設
計されている。更に、プロテクターデバイスは、器具のチップから着脱しやすいように設
計されている。
【００１２】
通気を助け、かつ器具のデリケートなチップおよび端面を保護するために、把持部材は、
好ましくは端面から離れた位置でシャフトを把持する。
【００１３】
好ましくは、プロテクターデバイスは単一体である。プロテクターデバイスは、好ましく
はプラスチック材料から作られ、射出成型されてもよい。
【００１４】
ガード部は、好ましくは少なくとも１つの開孔を含む。いくつかの実施形態では、ガード
部は複数の開孔を含みうる。いくつかの実施形態では、第１接続部材および第２接続部材
の各々は少なくとも１つの開孔を含む。開孔を設けることで、器具のチップのまわりの通
気を増大させる。
【００１５】
接続部材が第１の位置で変形するこれらの実施形態では、プロテクターデバイスは、好ま
しくは、第２の位置で第１アーム部および第２アーム部を保持するように構成された係合
手段をさらに含む。係合手段の第１部分は第１接続部材上に設けられるとともに係合手段
の第２部分は第２接続部材上に設けられる。いくつかの実施形態では、係合手段は、第１
接続部材または第２接続部材のうちの一方の上に設けられる止め部、および前記止め部と
係合させるための、第１接続部材または第２接続部材のうちの他方の上に設けられる肩部
を含むことがある。他の実施形態では、係合手段は相互に係合する歯を含むことがある。
【００１６】
いくつかの実施形態では、第１接続部材はガード部の一方の側面から伸びるとともに第２
接続部材はガード部の他方の側面から伸びる。これらの実施形態では、係合手段の第１部
分は、ガード部から最も遠い第１接続部材の端部に位置するとともに係合手段の第２部分
は、ガード部から最も遠い第２接続部材の端部に位置する。いくつかの実施形態では、第
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２接続部材の端部は好ましくは２つの脚部材を含み、これらの脚部材はこれらの間の器具
のシャフトを受け入れるために間隔があいている。これらの実施形態では、係合手段の第
１部分は脚部材上に位置することがある。
【００１７】
第１把持部材は、好ましくは第１接続部材の端部から伸び、また、第２把持部材は、好ま
しくは第２接続部材の端部から伸びる。把持部材の各々は、好ましくはそれぞれの接続部
材の端部からガード部の方向へ伸びる。把持部材の各々は半円筒状であってもよい。
【００１８】
いくつかの実施形態では、第１接続部材は、第１端部の第１把持部材と第２端部の係合手
段の第１部分の間に伸びるとともに、第２接続部材は、第１端部の第２把持部材と第２端
部の係合手段の第２部分の間に伸びる。これらの実施形態では、第１把持部材および第２
把持部材がその間で器具のシャフトを受け入れるために間隔をあけるように、ブリッジ部
材が第１接続部材および第２接続部材をそれぞれの第１端部で結合させる。これらの実施
形態では、ガード部は、好ましくは第１接続部材の第２端部に位置し、または、隣接して
いる。把持部材の各々は、好ましくは実質的にそれぞれの接続部材の第２端部の方向に伸
びる第１部分、および実質的に第１部分の反対の方向に伸びる第２部分を含む。
【００１９】
ガード部は、使用時に器具のチップを囲むために構成されたカラー部を含むことがある。
いくつかの実施形態では、第２接続部材の第２端部は２つの脚部材を含むことがあり、そ
の２つの脚部材はそれらの間でカラー部を受け入れるように間隔があいている。係合手段
の第２部分は、好ましくは脚部材上に位置する。
【００２０】
チッププロテクターデバイスは、第１接続部材または第２接続部材に取り付けられたタブ
をさらに含むことがある。タブは、好ましくは、第１接続部材および第２接続部材が第２
の位置にある場合、係合手段を覆うように配置される。更に、タブは、好ましくは、第１
接続部材および第２接続部材を第１の位置に移動させるために係合手段を外すためにはタ
ブが壊されなければならないように構成される。
【００２１】
チッププロテクターデバイスは、好ましくは、さらに、識別手段を含む。いくつかの実施
形態では、第１接続部材および第２接続部材が第２の位置にある場合、第１識別手段は、
タブ上に設けられることがあり、第２識別手段はタブによって覆われることがあり、この
第２識別手段はタブが壊れた場合に出現する。
【００２２】
いくつかの実施形態では、第１アーム部および第２アーム部は第２の位置で変形する。
【００２３】
器具の端面への損傷を防ぐために、使用時にガード部が前記器具の端面に接触しないよう
に形成されることが好ましい。いくつかの実施形態では、ガード部は、湾曲したカバープ
レートを含み、この湾曲したカバープレートは、使用時に、前記器具の端面にわたって伸
びる。
【００２４】
本発明のいくつかの好ましい実施形態では、デバイスは、デバイスを形成するために折り
曲げられた材料の平板なシートから組み立てられる。
【００２５】
当該プロテクターデバイスを構築するために使用されるデバイス素材は、器具の前記チッ
プを受け入れる大きさになされている開孔を含む第１アーム部パネル、；
器具の前記チップを受け入れる大きさになされている開孔を含む第２アーム部パネル、；
第１ガードパネル；
第２ガードパネル；
第１アーム部パネルと第２アーム部パネルの間の第１折り曲げ線；
第２アーム部パネルと第１ガードパネルの間の第２折り曲げ線；
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および、第１ガードパネルと第２ガードパネルの間の第３折り曲げ線、を含み、第３折り
曲げ線は、実質的に第１折り曲げ線と第２折り曲げ線と並行である。
【００２６】
本発明の第２の様相によれば、提供される組立体は：
本発明の第１の様相に係るチッププロテクターデバイス；および、
器具、を含み、該器具は先端チップを有する細長いシャフトを含み、前記チップは端面を
含み、チッププロテクターデバイスは器具の先端と係合する。
【００２７】
典型的には、器具は内視鏡またはボアスコープであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
本発明は、添付の図面を参照して、ほんの一例としてさらに記載される。
【００２９】
【図１】図１は、本発明の第１の好ましい実施例に係るプロテクターデバイスの斜視図で
ある。
【図２】図２は図１のプロテクターデバイスの異なる斜視図である。
【図３】図３は図１のプロテクターデバイスの側面図である。
【図４】図４は、図１のプロテクターデバイスの第１端部からの端面図である。
【図５】図５は、図１のプロテクターデバイスの第２端部からの端面図である。
【図６】図６は、デバイスが開いている構成で、図１のプロテクターデバイス内に位置す
る内視鏡チップを示す斜視図である。
【図７】図７は、デバイスが閉じている構成で、図１のプロテクターデバイス内に位置す
る内視鏡チップを示す斜視図である。
【図８】図８は、本発明の第２の好ましい実施形態に係るプロテクターデバイスの斜視図
である。
【図９】図９は、本発明の第３の好ましい実施形態に係るチッププロテクターデバイスの
斜視図である。
【図１０】図１０は、図９のチッププロテクターデバイスの側面図である。
【図１１】図１１は、内視鏡のチップがプロテクターデバイス内の位置にあるが、プロテ
クターデバイスが開いている構成の図９のチッププロテクターデバイスの斜視図である。
【図１２】図１２は、本発明の第４の好ましい実施形態に係るチッププロテクターデバイ
スの斜視図である。
【図１３】図１３は、図１２のチッププロテクターデバイスの側方からの斜視図である。
【図１４】図１４は、図１２のチッププロテクターデバイスの端面図である。
【図１５】図１５は、内視鏡のチップがプロテクターデバイス内の位置にあるが、プロテ
クターデバイスが開いている構成の図１２のチッププロテクターデバイスの第１の斜視図
である。
【図１６】図１６は、内視鏡のチップがプロテクターデバイス内の位置にあるが、プロテ
クターデバイスが開いている構成の図１２のチッププロテクターデバイスの第２の斜視図
である。
【図１７】図１７は、本発明の第５の好ましい実施例に係るプロテクターデバイスを形成
するためのデバイス素材の平面図である。
【図１８】図１８は、図１７のデバイス素材から形成されたプロテクターデバイスの第１
の斜視図である。
【図１９】図１９は、図１８のプロテクターデバイスの第２の斜視図である。
【図２０】図２０は、図１８のプロテクターデバイスの第３の斜視図である。
【図２１】図２１は、内視鏡のチップと係合している図１８のプロテクターデバイスの斜
視図である。
【図２２】図２２は、図２１のプロテクターデバイスおよび内視鏡チップの更なる斜視図
である。
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【図２３】図２３は、本発明の第６の好ましい実施例に係るプロテクターデバイスを形成
するためのデバイス素材の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
本発明は、内視鏡または同様の器具の先端チップを保護するためのデバイスに関する。同
様の器具とは、チップを損傷から保護することが望ましいか、または有益である、細長い
シャフトおよび先端チップを有する任意の器具を意味する。典型的には、これらの器具は
、先端チップにレンズまたはレンズシステムの一部を有する光学器具であろう。そのよう
な器具は、限定されないが、ボアスコープなどの産業的用途に使用される器具、または、
内視鏡などの医療的用途に使用される器具であることがある。内視鏡は、結腸内視鏡、胃
カメラ、食道鏡およびS字結腸鏡のような検器を含んでいることがある。以下の説明にお
ける内視鏡に対する言及は、ボアスコープおよび同様の器具を含むとみなされるであろう
。
【００３１】
内視鏡（１）は、先端チップ（５）を有する細長いシャフトまたは挿入チューブ（３）を
含む。シャフトまたは挿入チューブ（３）は、特定の用途に応じて、柔軟でも硬質でもよ
い。典型的には、内視鏡（１）の先端チップ（５）は、平坦であり、シャフト（３）の長
手方向の軸線に実質的に垂直である端面（７）を含むであろう；しかしながら、一部の内
視鏡では、端面は湾曲していることがあり、または、端面が長手方向の軸線に対し９０度
未満の角度であるように、チップが先細りになることがある。
【００３２】
本発明のチッププロテクターデバイスは、チップ（５）を保護するため、詳しくは、チッ
プ（５）の端面（７）を起こりうる損傷から保護するために、内視鏡（１）のチップ（５
）またはシャフト（３）と係合し、かつ装着されるように構成される。
【００３３】
本発明に係るチッププロテクターデバイス（１０）の最初の実施形態は、図１から図７に
示される。プロテクターデバイス（１０）はガード部（１２）、第１接続部材、またはア
ーム部（１４）、および第２接続部材またはアーム部（１６）を含む。この例において、
プロテクターデバイス（１０）は単一で一体の構成であり、ガード部（１２）、第１アー
ム部（１４）、かつ第２アーム部（１６）は、デバイス（１０）の単一の本体（１８）の
部分である。
【００３４】
ガード部（１２）は、第１前面部（２２）および反対側の第２背面部（２４）を有するカ
バープレート（２０）を含む。この実施形態では、カバープレート（２０）は湾曲してい
る；しかしながら、カバープレートは平坦であってもよく、または互２つ以上の互いに角
度をなしている部分を含んでもよい。２本の突起部（２６）がカバープレート（２０）の
背面部（２４）から伸びる。２本の突起部（２６）は、図６に最も明白に示されるように
、互いに間隔をあけて配置され、それによって、それらの間に内視鏡（１）のチップ（５
）を受け入れる大きさに設定された突起部の間の隙間を規定している。
【００３５】
内視鏡（１）のチップ（５）が２本の突起部（２６）の間で受けとめられている時、カバ
ープレート（２０）はチップ（５）の端面（７）にわたって広がる。このように、カバー
プレート（２０）は、内視鏡（１）の輸送中または保管中に起こりうる損傷から端面（７
）を保護する。ガード部（１２）、また、特にカバープレート（２０）は、内視鏡（１）
のチップ（５）が突起部（２６）の間で受け入れられている時、ガード部（１２）とチッ
プ（５）の端面（７）の間で接触させないか、または接触が最小限になるように形成され
る。特に、カバープレート（２０）が湾曲していることは、ガード部（１２）が端面（７
）の中央部に接触させていないことを意味する。カバープレート（２０）の背面部（２４
）の周辺部は、チップ（５）がデバイス（１０）に完全に挿入される時に内視鏡（１）の
チップ（５）が接する突出表面を設けることがある。



(8) JP 6626502 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

【００３６】
少なくとも、カバープレート（２０）の中央部（２８）は、複数の開孔（３０）を含む。
中央部（２８）は典型的には２本の突起部（２６）の間にわたって広がるであろう。従っ
て、内視鏡チップ（５）が突起部（２６）の間に位置している時、開孔（３０）によって
水などの液体がチップ（５）から排出されることが可能になる。
【００３７】
ガード部（１２）に隣接した突起部（２６）、および、アーム部（１４）とアーム部（１
６）の各々の一部は、チップの端面（７）がガード部（１２）に隣接しているか、もしく
はその中に位置していて、チップが正確にプロテクターデバイス（１０）内に位置してい
る時、内視鏡（１）のチップ（５）の側面への衝撃を防ぐ。
【００３８】
第１アーム部（１４）および第２アーム部（１６）はカバープレート（２０）から伸び、
カバープレート（２０）とアーム部（１４）とアーム部（１６）は本体（１８）のほぼU
字形に形成される部分を規定する。
【００３９】
第１アーム部（１４）および第２アーム部（１６）の各々は外壁部（３２）および内部の
カラー部（３４）を含む。ブリッジ部（４２）によって、外壁部（３２）の第１端部（３
６）はガード部（１２）に接続され、また、反対の外壁部（３２）の第２端部（３８）は
カラー部（３４）のそれぞれの第２端部（４０）に接続される。カラー部（３４）は、カ
ラー部（３４）の第２端部（４０）から実質的にはガード部（１２）の方へ伸び、カラー
部（３４）の第１端部（４４）は自由端部（４４）である。カラー部（３４）の外表面（
４６）と外壁部（３２）の内表面（４８）の間の空間を規定するように、外壁部（３２）
とカラー部（３４）の間は接続される。
【００４０】
カラー部（３４）の各々は、カラー部（３４）の第１端部（４４）と第２端部（４０）の
間に伸びる軸に垂直な半円状で断面的な形状を有する。このように、カラー部（３４）の
各々は、第１側縁部（５０）と第２側縁部（５２）で限られたハーフパイプ状の形状で、
第１側縁部（５０）と第２側縁部（５２）はこの実施形態においては実質的に互いに平行
である。カラー部（３４）の外表面（４６）は凸状に湾曲し、また、内表面（５４）は凹
状に湾曲する。プロテクターデバイス（１０）のこの実施形態では、カラー部（３４）は
細長く、第１端部（４４）と第２端部（４０）間のカラー部（３４）の長さが、カラー部
（３４）の直径すなわち第１側縁部（５０）と第２側縁部（５２）間の距離よりも長い。
【００４１】
この実施形態では、カラー部（３４）は、内視鏡（１）のシャフト（３）またはチップ（
５）のまわりの通気を助ける複数の孔（５６）を含み、液体を内視鏡（１）のシャフト（
３）およびチップ（５）から比較的容易に排出させる。
【００４２】
デバイス（１０）の第１アーム部（１４）は、ブリッジ部（４２）から実質的に第２アー
ム部（１６）の方へ伸びる一対の脚部（５８）をさらに含む。カラー部（３４）の第１側
縁部（５０）と第２側縁部（５２）に隣接する脚部（５８）はブリッジ部（４２）から伸
び、隙間（６０）を脚部（５８）の間で規定し、脚部（５８）間の距離はカラー部（３４
）の内側の直径と実質的に等しい。
【００４３】
脚部（５８）の各々には実質的にガード部（１２）の方へ面している第１表面（６２）、
およびガード部（１２）から実質的に反対の方へ面している、反対側の第２表面（６４）
を有する。係合手段の第１部分は脚部（５８）上に設けられ、第２アーム部（１６）上に
設けられる係合手段の第２部分と係合するように配置される。この例において、係合手段
の第１部分は、脚部（５８）各々の第１表面（６２）から伸びる突出部（６６）という形
状の止め部（６６）を含む。この例において、脚部（５８）はそれぞれ、脚部（５８）に
沿って間隔をあけている２つの突出部（６６）を含む。しかしながら、他の実施形態では
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、脚部の各々がただ１つの止め部を含むことがあり、または、脚部の各々が脚部に沿って
間隔をあけて位置する２個以上の止め部を含むことがあると認められるであろう。いくつ
かの実施形態では、係合手段の第１部分はラチェットを含む。
【００４４】
第２アーム部（１６）上では、一対の肩部（６８）が、カラー部（３４）の第２端部（４
０）とそのブリッジ部（４２）が接するところで規定される。肩部（６８）は、係合手段
の第２部分を形成し、また、第１アーム部（１４）の脚部（５８）の上の止め部（６６）
に係合するように配置される。
【００４５】
少なくとも、プロテクターデバイス（１０）のカバープレート（２０）および脚部（５８
）は弾力性があり、ガード部（１２）と脚部（５８）の各々は使用時に弾性的に変形でき
る。好ましい実施形態では、プロテクターデバイス（１０）は実質的にポリプロピレンの
ような硬質プラスチック材料で作られ、また、デバイス（１０）は好ましくは射出成形に
より単一の部材として製作される。
【００４６】
使用時には、第１アーム部（１４）および第２アーム部（１６）は、図１から図６に示さ
れる、カラー部（３４）の第２端部（４０）間の第１間隔にある第１の位置と、図７に示
される、係合手段の第１部分と第２部分が係合していて、カラー部（３４）の第２端部（
４０）間の第２間隔にある第２の位置の間を移動可能である。第２間隔は第１間隔より狭
い。第２の位置では、内視鏡（１）のシャフト（３）を受け入れるために、第１アーム部
（１４）および第２アーム部（１６）の各々のカラー部（３４）がともに円筒形または円
錐形の空間を規定するように配置される。
【００４７】
このように、デバイス（１０）は、図６に示される、内視鏡（１）のチップ（５）がデバ
イス（１０）に挿入され、また、取り外される第１の開位置と、図７に示される、内視鏡
（１）上のデバイス（１０）を保持するために、少なくともカラー部（３４）の各々の一
部が内視鏡（１）のシャフト（３）またはチップ（５）を把持する第２の閉位置の間を移
動可能である。従って、カラー部（３４）はデバイス（１０）の把持手段を形成する。
【００４８】
プロテクターデバイス（１０）は、好ましくは、デバイス（１０）が第１の開位置へ変形
するように構成される。デバイス（１０）を第２の閉位置で保持するために、脚部（５８
）の各々の上の止め部（６６）は第２アーム部（１６）上の対応する肩部（６８）と係合
する。この位置では、脚部（５８）は内視鏡チップ（５）のいずれか一方側で伸びており
、チップ（５）は脚部（５８）間の隙間（６０）に位置する。脚部（５８）が複数の止め
部（６６）を含む実施形態では、肩部（６８）と係合する止め部（６６）は、カラー部（
３４）の少なくとも一部が内視鏡（１）のシャフト（３）またはチップ（５）を把持する
ためにカラー部（３４）間の円筒状空間の必要な直径に達するために選択されうる。この
ように、デバイス（１０）は、異なる直径のシャフト（３）を有するある範囲の内視鏡（
１）に保持されるように改造されてもよい。
【００４９】
他の実施例では、クリップ、フック、または相互に係合する歯のような他の係合手段が使
用されることがあると認められるであろう。しかしながら、好ましくは、係合手段は、第
１アーム部（１４）および第２アーム部（１６）と一体化しているので、デバイス（１０
）の本体（１８）から分離させることができる追加の部品は不要である。
【００５０】
プロテクターデバイス（１０）は、脚部（５８）を弾性的に変形させて、止め部（６６）
を肩部（６８）から外すことにより、内視鏡（１）のチップ（５）から取り除かれる。
【００５１】
いくつかの実施形態では、一旦プロテクターデバイス（１０）が使用され、係合手段が係
合しなくなった場合、再度それらを係合させることができないように、係合手段は一回使
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用であることが望ましい場合がある。これは多数の内視鏡で使用されるプロテクターデバ
イス（１０）から相互汚染の可能性をなくす。
【００５２】
チッププロテクターデバイス（１１０）の第２の実施形態は図８に示される。第１の実施
形態のプロテクターデバイス（１０）の特徴と同じ、または等しい特徴は、参照番号を１
００増やして表示される。プロテクターデバイス（１１０）のこの実施形態は、第１の実
施形態のプロテクターデバイス（１０）と実質的に同じで、同様の特徴は、この実施形態
に関してさらに説明されない。
【００５３】
この実施形態では、少なくともカバープレート（１２０）の中央部（１２８）は、単一の
開孔（１３０）を含んでいる。内視鏡チップが突起部（１２６）の間に位置している時、
開孔（１３０）によって水などの液体がチップから容易に排出され得る。
【００５４】
チッププロテクターデバイス（２１０）の第３の実施形態は図９から図１１に示される。
チッププロテクターデバイスは、第１の実施形態のプロテクターデバイス（１０）および
第２の実施形態のプロテクターデバイス（１１０）と実質的に同じで、同様の特徴は、こ
の実施形態に関して詳細には説明されない。
【００５５】
チッププロテクターデバイス（２１０）はガード部（２１２）、ガード部（２１２）の第
１縁部から伸びる第１接続部材（２１４）、およびガード部（２１２）の反対の第２縁部
から伸びる第２接続部材（２１６）を含む。接続部材（２１４）、接続部材（２１６）お
よびガード部（２１２）は一体であり、チッププロテクターデバイス（２１０）の本体を
形成する。接続部材（２１４）および接続部材（２１６）の各々の第１部分は、ガード部
（２１２）から伸び、接続部材（２１４）および接続部材（２１６）の各々の第１部分と
ガード部（２１２）はほぼU字形またはV字形の本体の部分を形成する。
【００５６】
ガード部（２１２）から最も遠い接続部材（２１４）および接続部材（２１６）の第２部
分は、実質的に互いの方へ伸びる。カラー部（２３４）は、接続部材（２１４）および接
続部材（２１６）の第２部分の各々から実質的にガード部の方へ伸びる。カラー部（２３
４）は最初の実施形態のカラー部と同じで、ここでさらには説明されない。カラー部（２
３４）は、チッププロテクターデバイス（２１０）が係合位置、または把持位置にある時
、内視鏡（１）のシャフト（３）を把持する把持手段を形成する。
【００５７】
接続部材（２１４）および接続部材（２１６）の第２部分は、一旦チッププロテクターデ
バイス（２１０）が内視鏡（１）のチップ（５）のまわりに置かれた場合、接続部材（２
１４）および接続部材（２１６）の端部を一緒に保持するため係合するように配置された
係合手段をさらに含む。この実施形態では、係合手段は、把持構成においてチッププロテ
クターデバイス（２１０）を保持するために係合する鋸歯状の輪郭を有する相補的な歯（
２７０）を含む。
【００５８】
特に、接続部材（２１４）および接続部材（２１６）の各々の端部は、一対の脚部材（２
５８）および脚部材（２７２）を含む。一対の脚部材（２５８）および脚部材（２７２）
は互いに平行に伸び、また、脚部材の間で内視鏡（１）のシャフト（３）を受け入れるた
めに間隔があいている。歯状表面（２７０）は脚部材（２５８）および脚部材（２７２）
の各々の上に設けられる。
【００５９】
接続部材（２１４）および接続部材（２１６）を互いの方へ移動させる時、チッププロテ
クターデバイス（２１０）を非係合位置から把持位置へ移動させるために、歯（２７０）
の鋸歯状の輪郭は接続部材（２１４）および接続部材（２１６）上の歯（２７０）が互い
に摺動できるように設定されている。力が接続部材（２１４）、接続部材（２１６）から



(11) JP 6626502 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

取り除かれる時、歯（２７０）はともに係合するか、または、噛み合って、チッププロテ
クターデバイス（２１０）が把持位置に保持される。
【００６０】
接続部材（２１４）および接続部材（２１６）上にそれぞれ複数の歯（２７０）を設ける
ことにより、カラー部（２３４）が内視鏡（１）のシャフト（３）を把持するまで、接続
部材（２１４）および接続部材（２１６）はともに押すことができる。このように、チッ
ププロテクターデバイス（２１０）は、異なる大きさのシャフト（３）を収容することが
できる。
【００６１】
チッププロテクターデバイス（２１０）は、第１接続部材（２１４）に配置されたタブ（
２７４）をさらに含む。タブ（２７４）は、タブ（２７４）の第１端部（２７８）にとも
につながる２つの脚部材（２７６）を含む。タブ（２７４）は、脚部材（２７６）が接続
部材（２１４）の脚部材（２５８）をこえて伸びるように、隙間要素（２７０）によって
第１端部（２７８）で第１接続部材（２１４）に取り付けられる。タブ（２７４）と接続
部材（２１４）の間の接続、および、特に隙間要素（２８０）の大きさによって、タブ（
２７４）の脚部材（２７６）と接続部材（２１４）の脚部材（２５８）の間の隙間（２８
２）が規定される。隙間（２８２）は、チッププロテクターデバイス（２１０）が把持位
置へ動かされる時に、第２接続部材（２１６）の脚部材（２７２）を受け入れるように大
きさが設定されている。
【００６２】
タブ（２７４）の脚部材（２７６）は接続部材（２１４）の脚部材（２５８）を越えて伸
び、また、脚部材（２７６）のそれぞれの端部は把持用突起（２８４）を含む。下記に述
べるように、ユーザーが把持用突起（２８４）を把持でき、また、タブ（２７４）を壊せ
るように、把持用突起（２８４）はそれぞれ、タブ（２７４）から実質的に垂直に接続部
材（２１４）から離れて伸びる。
【００６３】
タブ（２７４）は、第１接続部材（２１４）および第２接続部材（２１６）が把持位置に
ある時、タブ（２７４）が係合手段を覆うように位置する。更に、タブ（２７４）の位置
、および、特にタブ（２７４）の脚部材（２７６）の位置は、第１接続部材（２１４）お
よび第２接続部材（２１６）が、係合手段の相互に係合する歯（２７０）を外すように相
対移動ができない、ということを意味する。係合手段を外せるようにするために、把持用
突起（２８４）を引っ張って脚部材（２７６）を接続部材（２１４）上の脚部材（２５８
）から引き離して、タブを壊さなければならない。把持用突起（２８４）をこのように引
っ張ることで、少なくとも、接続部材（２１４）へのタブ（２７４）の取り付けは壊れる
。
【００６４】
好ましい実施形態では、接続部材（２１４）へのタブ（２７４）の取り付けは、タブ（２
７４）が壊れた後もタブ（２７４）が接続部材（２１４）に接続されたままであるように
設定されている。これは、隙間要素（２８０）に脆弱線を設けることで達成されうる。隙
間要素（２８０）は、ユーザーが脆弱線に沿って隙間要素（２８０）を壊すために把持用
突起（２８４）を十分な力で引っ張るまで、タブ（２７４）を接続部材（２１４）に対す
る固定位置に支持する。しかしながら、脆弱線は、タブ（２７４）が壊れた後、隙間要素
（２８０）がヒンジとして機能するように、隙間要素（２８０）の幅すべてに通じて伸び
てはいない。他の実施形態では、隙間要素は、ヒンジとして機能してもよく、チッププロ
テクターデバイスの使用中にタブを固定位置に支持し、ユーザーが把持用突起に十分な力
を加えるときに破損する追加の支持要素が設けられてもよい。
【００６５】
　チッププロテクター（２１０）は好ましくは識別手段（２８６）を含む。識別手段（２
８６）は、ユーザが、チッププロテクター（２１０）が装着される内視鏡が清潔か及び／
又は汚れているかどうかの決定を可能にするために提供される。例えば、チッププロテク
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ター（２１０）は、殺菌後の清潔な内視鏡に取り付けられ、第１識別手段（２８６’）を
表示させる。内視鏡が医学的処置に使用される場合、チッププロテクターが取り外され、
そうすることによって、第２識別手段（２８６’’）が表示される。その後、チッププロ
テクターは、使用された汚れた内視鏡に戻されて、第２識別手段（２８６’’）を表示さ
せる。識別手段（２８６）は、第２識別手段（２８６’’）がユーザに、チッププロテク
ターが汚れた内視鏡で使用され、その後で清潔な内視鏡に配置されてはならないことを表
示するように構成される。
【００６６】
　この実施形態において、第１識別手段（２８６’）は、第１接続部材（２１４）に取り
付けられたタブ（２７４）上に設けられ、第２識別手段（２８６’’）は第２接続部材（
２１６）上に設けられる。第１識別手段（２８６’）および第２識別手段（２８６’’）
は、それらを識別可能なように相違している。第２識別手段（２８６’’）の位置は、第
１接続部材（２１４）および第２接続部材（２１６）が把持位置にあるとき、第２識別手
段（２８６’）がタブ（２７４）によって覆い隠されるように設定される。タブ（２７４
）が千切られると、第２識別手段（２８６’’）が見えるようになる。
【００６７】
　第１識別手段（２８６’）は、ＣＬＥＡＮという単語を含み、第２識別手段（２８６’
’）はＤＩＲＴＹという単語を含み得る。他の実施形態において、識別手段（２８６）は
、他の適切な記号、文字、数字、あるいは他の画像的な図案を含み得る。例えば、第１識
別手段（２８６’）は、緑などの第１の色を有する領域を含み、第２識別手段（２８６’
’）は、赤などの第２の色を有する領域を含み得る。
【００６８】
　本発明に基づくチッププロテクターデバイス（３１０）の第４の実施形態を、図１２－
１６に示す。チッププロテクター（３１０）は、第１接続部材（３１４）および第２接続
部材（３１６）を含む。
【００６９】
　この実施形態において、第１接続部材（３１４）および第２接続部材（３１６）は各々
湾曲している。接続部材（３１４）および接続部材（３１６）は、それぞれの第１端部に
おいて、１対のブリッジ部（３８８）により連結されている。ブリッジ部（３８８）は、
接続部材（３１４）および接続部材（３１６）の第１端部とブリッジ部（３８８）とによ
って開口（３９０）を規定し制限するように、接続部材（３１４）および接続部材（３１
６）の幅寸法に渡る間隔を置いて離隔する。開口（３９０）は、内視鏡（１）のシャフト
（３）を受け入れる寸法に形成される。
【００７０】
　典型的には、ブリッジ部（３８８）と、接続部材（３１４）および接続部材（３１６）
とは、一体形成される。さらに、ブリッジ部（３８８）の第１縁部のうちの外縁部は好ま
しくは、接続部材（３１４）および接続部材（３１６）の各々の第１縁部と連続し、ブリ
ッジ部（３８８）の第２縁部のうちの外縁部は好ましくは、接続部材（３１４）および接
続部材（３１６）の各々の第２端部と連続する。
【００７１】
　ガード部（３１２）は、第１接続部材（３１４）の第２端部（３９２）に配置される。
ガード部（３１２）は、カラー部（３９４）、案内突起部（３９６）および支持面部（３
９８）を含む。カラー部（３９４）は、接続部材（３１４）から開口（３９０）の方向へ
伸びる環状壁（３９５）を含む。接続部材（３１４）は、環状壁（３９５）に囲まれる開
孔（３９７）を含む。弾性を有する案内突起部（３９６）は、環状壁（３９５）の内表面
（３９３）から伸長し、好ましくは、複数の案内突起部（３９６）が、カラー部（３９４
）の周囲に沿って、間隔を置いて配置される。案内突起部（３９６）は、環状壁（３９５
）の自由端縁（３９１）に隣接する環状壁（３９５）の内表面（３９３）に連結される。
案内突起部（３９６）は、内方へ、且つ接続部材（３１４）の開孔（３９７）へ向かう方
向へ伸長する。
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【００７２】
　環状壁（３９５）の直径は、内視鏡（１）のチップ（５）がカラー部（３９４）内へ挿
入され得るように設定される。チップ（５）が挿入される際、案内突起部（３９６）は、
環状壁（３９５）の内表面（３９３）へ向かって外方へ押圧される。案内突起部（３９６
）は変形し、それらが内視鏡（１）のチップ（５）に外力を加えて、チップ（５）をカラ
ー部（３９４）内でセンタリングするように機能する。案内突起部（３９６）の長さおよ
び弾性は、異なる直径のチップ（５）をカラー部（３９４）内で保持し得るように設定さ
れる。
【００７３】
　支持面部（３９８）は、内視鏡（１）のチップ（５）が、接続部材（３１４）の開孔（
３９７）から押し出されるのを防止する。この実施形態において、支持面部（３９８）は
、環状壁（３９５）の内表面（３９３）から径方向に沿って内方へ伸びる１対の停止部材
（３８９）によって設けられる。内視鏡のチップ（５）が、カラー部（３９４）内へ挿入
されると、チップ（５）の端部が支持面部（３９８）と接触し、チッププロテクター（３
１０）が、内視鏡（１）のシャフト５に沿ってさらに押しこまれるのを防止する。したが
って、ガード部（３１２）の一部が内視鏡の端面（７）の遠位方向へ伸びるように、内視
鏡の端面（７）がガード部（３１２）内に保持される。したがって凹部状の端面（７）は
、あらゆる衝撃から保護される。停止部材（３８９）は好ましくは、端面（７）の中央部
には何も接触しないように、内視鏡（１）の端面（７）の縁部領域のみと接触する。
【００７４】
　把持手段は、接続部材（３１４）および接続部材（３１６）の第１端部に配置される。
この実施形態において、把持手段は、第１把持部材（３８５）および第２把持部材（３８
７）を含む。第１把持部材（３８５）は第１接続部材（３１４）の第１端部に接続され、
第２把持部材（３８７）は第２接続部材（３１６）の第１端部に接続され、その結果、把
持部材（３８５）および把持部材（３８７）は、開口（３９０）を挟んで互いに対向する
。
【００７５】
　把持部材（３８５）および把持部材（３８７）の各々は、第１端部（３７７）および第
２端部（３７９）間で伸びる細長いアーム部（３８３）を含む。アーム部（３８３）は実
質的に平面状であるが、アーム部（３８３）は内視鏡（１）の円筒状シャフト（３）の曲
面に相補的であり適合するように湾曲していてもよい。把持部材（３８５）および把持部
材（３８７）の各々は、把持部材（３８５）および把持部材（３８７）の長さ方向のほぼ
中間で、接続部材（３１４）および接続部材（３１６）それぞれの端部に取り付けられる
。把持部材（３８５）および把持部材（３８７）各々の第１の部分は、接続部材（３１４
）および接続部材（３１６）それぞれと第１端部（３７７）との間で、ガード部（３１２
）の方へ伸び、把持部材（３８５）および把持部材（３８７）各々の第２の部分は、接続
部材（３１４）および接続部材（３１６）それぞれと第２端部（３７９）との間で、ガー
ド部（３１２）から反対方向へ遠ざかるように伸びる。
【００７６】
　第２接続部材（３１６）の第２端部（３８１）は、２つの脚部材（３７２）を含む。脚
部材（３７２）は、接続部材（３１６）の幅寸法に渡る間隔を空けて配置される。
【００７７】
　内視鏡（１）のチップ（５）にチッププロテクター（３１０）を取り付けるため、第１
接続部材（３１４）の第２端部（３９２）および第２接続部材（３１６）の第２端部（３
８１）は、互いに向き合う方向に移動する。脚部材（３７２）の間隔は、チッププロテク
ター（３１０）が把持位置にあるとき、それらがガード部（３１２）のカラー部（３９４
）の一方の側に延びるように設定される。
【００７８】
　相補的な歯（３７０）の形状を有する係合手段は、第２接続部材（３１６）の脚部材（
３７２）上であって、第１接続部材（３１４）の第２端部（３９２）において、カラー部
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（３９４）の一方側に設けられる。
【００７９】
　把持位置内への第１接続部材（３１４）および第２接続部材（３１６）の移動は、把持
部材（３８５）および把持部材（３８７）の第１端部（３７７）が共により接近すること
ももたらす。したがって把持部材（３８５）および把持部材（３８７）は、それらの間に
内視鏡（１）のシャフト（３）を把持する。
【００８０】
　よって第１接続部材（３１４）および第２接続部材（３１６）は同時に、把持部材（３
８５）および把持部材（３８７）の第１の部分が内視鏡（１）のシャフト（３）を把持す
るまで圧縮される。係合手段の相互に係合された歯（３７０）はこの位置でチッププロテ
クター（３１０）を保持し、チッププロテクター（３１０）は内視鏡（１）のチップ（５
）上に保持される。
【００８１】
　タブ（３７４）は、第２接続部材（３１６）に取り付けられる。タブ（３７４）は、前
述の実施形態のタブ（２７４）ど同じであり、この実施形態では詳細には記載しない。タ
ブ（３７４）は、タブ（３７４）の脚部分（３７６）が接続部材（３１６）の脚部材（３
７２）を越えて伸びるように、接続部材（３１６）に取り付けられる。タブ（３７４）と
接続部材（３１６）との接続は、隙間（３８２）を、タブ（３７４）の脚部分（３７６）
と接続部材（３１６）の脚部材（３７２）との間に形成するように設定される。隙間（３
８２）は、チッププロテクター（３１０）を把持位置へ移動させたときに、カラー部（３
９４）の一方側で、第１接続部材（３１４）の第２端部（３９２）の領域を受け入れるよ
うな大きさに設計される。
【００８２】
　タブ（３７４）の位置は、第１接続部材（３１４）および第２接続部材（３１６）が把
持位置にあるときに、タブ（３７４）が係合手段を覆い隠すように設定される。係合手段
の解放を可能にするためには、タブ（３７４）の突起（３８４）を引っ張ることによりタ
ブ（３７４）を壊して、接続部材（３１６）の脚部材（３７２）から脚部分（３７６）を
除去しなくてはならない。第３の実施形態に関して上に記載するように、突起（３８４）
をこのように引っ張ることにより、接続部材（３１６）に対するタブ（３７４）の取付部
が少なくとも部分的に壊される。
【００８３】
　チッププロテクター（３１０）は、好ましくは識別手段（３８６）を含む。この実施形
態において、第１識別手段（３８６’）は、第２接続部材（３１６）に取り付けられたタ
ブ（３７４）上に設けられ、第２識別手段（３８６’’）は、第１接続部材（３１４）上
に設けられる。第１識別手段（３８６‘）および第２識別手段（３８６’’）は、それら
を識別可能なように相違している。第２識別手段（３８６’’）の位置は、第１接続部材
（３１４）および第２接続部材（３１６）が把持位置にあるとき、第２識別手段（３８６
’’）がタブ（３７４）によって覆い隠されるように設定される。タブ（３７４）が壊さ
れると、第２識別手段（３８６’’）が出現する。
【００８４】
　チッププロテクター（３１０）を解放位置へ移動させるために、係合手段を解放し、そ
して、第１接続部材（３１４）および第２接続部材（３１６）を引き離すことにより、内
視鏡（１）のシャフト（３）から把持手段が外れる。この実施形態において把持部材（３
８５）および把持部材（３８７）の第２の部分の互いに向き合う方向への移動は、把持部
材（３８５）および把持部材（３８７）の第１の部分が分離することを引き起こし、さら
に付け加えると、接続部材（３１４）および接続部材（３１６）に対し把持部材（３８５
）および把持部材（３８７）が連結していることにより、接続部材（３１４）および接続
部材（３１６）の第２端部（３９２）および（３８１）が分離することを引き起こす。し
たがって、内視鏡（１）のチップ（５）からのチッププロテクター（３１０）の除去は、
ユーザが把持部材（３８５）および把持部材（３８７）の第２端部（３７９）を互いに向
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き合う方向へ押圧してシャフト（３）に対する把持を解除することによって補助される。
【００８５】
　本発明に基づくチッププロテクターデバイス（４１０）の第５の実施形態を、図１８－
２２に示す。プロテクターデバイス（４１０）は、ガード部（４１２）、第１接続部材ま
たはアーム部（４１４）、および第２接続部材またはアーム部（４１６）を含む。プロテ
クターデバイス（４１０）は、単一部材構成であり、平板状のシート材料から形成されて
いる。この実施例において、プロテクターデバイス（４１０）は、図１７に示す形状を有
するデバイス素材（５１１）から形成される。
【００８６】
　デバイス素材（５１１）は、第１アーム部パネル（５１３）、第２アーム部パネル（５
１５）、および第１ガード部パネル（５１７）および第２ガード部パネル（５１９）を含
む。第１折り曲げ線（５２１）は、第１アーム部パネル（５１３）と第２アーム部パネル
（５１５）との間に配置され、第２折り曲げ線（５２３）は、第２アーム部パネル（５１
５）と第１のガード部パネル（５１７）との間に配置され、第３折り曲げ線（５２５）は
、第１のガード部パネル（５１７）と第２のガード部パネル（５１９）との間に配置され
る。第１折り曲げ線（５２１）、第２折り曲げ線（５２３）、第３折り曲げ線（５２５）
は、互いに対し実質的に平行である。
【００８７】
　第１の１対のヒンジパネル（５２７）は、第１アーム部パネル（５１３）と第２アーム
部パネル（５１５）との間に伸び、第２の１対のヒンジパネル（５２９）は、第２アーム
部パネル（５１５）と第１のガード部パネル（５１７）との間に伸びる。
【００８８】
　第１アーム部パネル（５１３）および第２アーム部パネル（５１５）の各々は、開孔（
５３１）および開孔（５３３）を含む。開孔（５３１）および開孔（５３３）は円形でも
よく、または例えばスタジアム型の細長い形状でもよい。各開孔（５３１）および開孔（
５３３）の縁部の少なくとも一部は、好ましくは湾曲している。開孔（５３１）および開
孔（５３３）は、内視鏡（１）のシャフト（３）を受け入れる大きさに形成される。
【００８９】
　複数の開孔（５３５）が、第１ガード部パネル（５１７）および第２ガード部パネル（
５１９）の一方または両方に設けられる。この実施例において、３つの細長い開孔（５３
５）が、第３折り曲げ線（５２５）に跨って設けられ、各開孔（５３５）の一部が第１の
ガード部パネル（５１７）内に配置され、且つ、各開孔（５３５）の一部が第２のガード
部パネル（５１９）内に配置される。他の実施形態において、開孔は、第１のガード部パ
ネル（５１７）のみ、第２のガード部パネル（５１９）のみ、あるいは、ガード部パネル
（５１７）およびガード部パネル（５１９）の両方に設けられてもよい。
【００９０】
　固定手段は、第２のガード部パネル（５１９）と第２アーム部パネル（５１５）とに関
して設けられ、第２のガード部パネル（５１９）の一部が第２アーム部パネル（５１５）
に固定されることを可能にする。この実施例において、固定手段は、第２のガード部パネ
ル（５１９）から伸びるタブ（５３７）、および第２アーム部パネル（５１５）に形成さ
れたスロット（５３９）を含む。タブ（５３７）は、矢じり形状を有する部分を含む。
【００９１】
　図示された実施形態において、保持手段は、第２の１対のヒンジパネル（５２９）およ
び第２のガード部パネル（５１９）に関して設けられる。保持手段は、第２の１対のヒン
ジパネル（５２９）それぞれのタブ部分（５４１）、および第２ガード部パネル（５１９
）に形成された対応する１対のスロット（５４３）を含む。
【００９２】
　プロテクターデバイス（４１０）は、図１７に破線で示す、デバイス素材（５１１）の
折り曲げ線に沿って折り曲げることにより形成される。具体的には、デバイス素材（５１
１）は、第１折り曲げ線（５２１）および第２折り曲げ線（５２３）に沿って折り曲げら
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れ、それにより、第１アーム部パネル（５１３）および第２アーム部パネル（５１５）お
よび第１のガード部パネル（５１７）が、コンサティーナ形状を形成する。デバイス素材
（５１１）は、第３折り曲げ線（５２５）に沿っても折り曲げられ、それにより、デバイ
ス素材（５１１）の端縁部（５４５）から伸びるタブ（５３７）を、第２アーム部パネル
（５１５）中のスロット（５３９）内に挿入することができる。このようにして、第２ア
ーム部パネル（５１５）と、第１ガード部パネル（５１７）および第２ガード部パネル（
５１９）とが、プロテクターデバイス（４１０）の概略的に三角形状の部分を形成する。
【００９３】
　第２の１対のヒンジパネル（５２９）それぞれのタブ部分（５４１）は、対応する１対
のスロット（５４３）と係合し、それにより、ヒンジパネル（５２９）が、第２アーム部
パネル（５１５）と第１ガード部パネル（５１７）および第２ガード部パネル（５１９）
との間に伸びる。
【００９４】
　第１の１対のヒンジパネル（５２７）の各々は、中央の折り曲げ線（５４７）を含み、
これは、第１折り曲げ線（５２１）とは反対方向へ折り曲げられる。第１アーム部パネル
（５１３）および第２アーム部パネル（５１５）および第１の１対のヒンジパネル（５２
７）の配置は、好ましくは、図１８－２０に示すように、プロテクターデバイス（４１０
）が組み立てられたときに、第１アーム部パネル（５１３）および第２アーム部パネル（
５１５）の間に約９０°の角度が存在するように設定される。
【００９５】
　組み立て状態において、第１アーム部パネル（５１３）は、プロテクターデバイス（４
１０）の第１アーム部（４１４）を形成し、第２アーム部パネル（５１５）は、プロテク
ターデバイス（４１０）の第２アーム部（４１６）を形成し、第１ガード部パネル（５１
７）および第２ガード部パネル（５１９）は、第２の１対のヒンジパネル（５２９）と共
に、プロテクターデバイス（４１０）のガード部（４１２）を形成する。
【００９６】
　第１折り曲げ線（５２１）及び／又は第１の１対のヒンジパネル（５２７）に沿う折り
曲げは、好ましくは、変形力が、第１アーム部（４１４）および第２アーム部（４１６）
間の角度を広げるような方向に、第１アーム部（４１４）および第２アーム部（４１６）
に加えられるように構成される。
【００９７】
　使用に際し、プロテクターデバイス（４１０）が一旦組み立てられたならば、ユーザは
、第１アーム部（４１４）および第２アーム部（４１６）間の角度を狭める変形力に抗し
て、第１アーム部（４１４）および第２アーム部（４１６）を第１の位置へ移動させる。
その後、内視鏡（１）のチップ（５）を、第１アーム部（４１４）および第２アーム部（
４１６）内の開孔（５３１）および開孔（５３３）を通して挿入することができ、それに
よって、チップ（５）が、図２１および図２２に示すように、デバイス（４１０）のガー
ド部（４１２）内まで伸びる。
【００９８】
　一旦、チップ（５）が正しい位置に配置されたならば、ユーザは第１アーム部（４１４
）および第２アーム部（４１６）を手離すことができ、そうすることで、それらの間の角
度が変形力によって増加する。これにより、第１アーム部（４１４）および第２アーム部
（４１６）の各々の平面の、内視鏡（１）のシャフト（３）の軸線に対する角度を、アー
ム部（４１４）およびアーム部（４１６）各々が第２の位置になるまで減少させる。
【００９９】
　この第２の位置において、アーム部（４１４）およびアーム部（４１６）各々の平面の
、シャフト（３）の軸線に対する角度は、開孔（５３１）および開孔（５３３）の各々の
縁部の少なくとも一部が、内視鏡（１）のシャフト（３）またはチップ（５）と接触する
ように設定される。これにより、プロテクターデバイス（４１０）が、シャフト（３）ま
たはチップ（５）を把持するようになる。具体的には、第１アーム部（４１４）および第
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２アーム部（４１６）の各々の一部が、内視鏡（１）のシャフト（３）またはチップ（５
）の反対側において、シャフト（３）またはチップ（５）と接触する。したがって、アー
ム部（４１４）およびアーム部（４１６）の開孔（５３１）および開孔（５３３）の縁部
が、このデバイス（４１０）の把持手段の一部を形成することになる。
【０１００】
　プロテクターデバイス（４１０）は、内視鏡シャフト（３）の異なる直径に対し適合可
能である。なぜならば、開孔（５３１）および開孔（５３３）の寸法は、アーム部（４１
４）およびアーム部（４１６）の平面がシャフト（３）の軸線に対し実質的に垂直である
ときに、異なる直径のシャフト（３）がすべて開孔（５３１）および開孔（５３３）に挿
入され得るように設定されており、かつ、変形力が、第１アーム部（４１４）および第２
アーム部（４１６）間の角度を増加させて、アーム部（４１４）およびアーム部（４１６
）の一部が、開孔（５３１）および開孔（５３３）の各々の端縁においてシャフト（３）
またはチップ（５）と接触し、シャフト（３）またはチップ（５）を把持するようになる
からである。
【０１０１】
　プロテクターデバイス（４１０）を内視鏡（１）のチップ（５）上に保持させると、チ
ップ（５）の端面（７）がガード部（４１２）内に配置される。具体的には、この実施例
において、第１ガード部パネル（５１７）および第２ガード部パネル（５１９）の各々の
一部が端面（７）に渡るように伸びて、端面（７）を保護する。
【０１０２】
　ガード部パネル（５１７）およびガード部パネル（５１９）に形成された開孔（５３５
）は、水などの液体を、内視鏡（１）のチップ（５）から排出するのを可能にする。さら
にガード部（４１２）の形状は、ガード部（４１２）とチップ（５）の端面（７）との間
の接触が殆ど又は全く生じないように形成される。
【０１０３】
　第２の１対のヒンジパネル（５２９）、および第１ガード部パネル（５１７）および第
２ガード部パネル（５１９）の各々の少なくとも一部は、チップ（５）がプロテクターデ
バイス（４１０）内に正確に配置された場合に、内視鏡（１）のチップ（５）の側面に対
する打撃を防止する。
【０１０４】
　プロテクターデバイス（４１０）を内視鏡（１）のチップ（５）から取り外すためには
、
ユーザは、第１アーム部（４１４）および第２アーム部（４１６）を第１の位置の方へ後
退させ、
開孔（５３１）および開孔（５３３）を通ってチップ（５）を引き出す。
【０１０５】
　プロテクターデバイスの第６の実施形態を構築するためのデバイス素材（６１１）を、
図２３に図示する。この実施形態のデバイス素材は、プロテクターデバイス（４１０）の
第５の実施形態を形成するために使用されるデバイス素材（５１１）と実質的に同じであ
るので、この実施形態に関し、同様の特徴についての更なる記載は省略する。
【０１０６】
　この実施形態において、デバイス素材（６１１）は、第３折り曲げ線（６２５）に跨る
一つの開孔（６４９）を含み、開孔（６４９）は、その一部が第１のガード部パネル（６
１７）に配置され、他の一部が第２のガード部パネル（６１９）に配置される。他の実施
形態において、単一の開孔が、第１のガード部パネル（６１７）のみ、第２のガード部パ
ネル（６１９）のみ、またはガード部パネル（６１７）およびガード部パネル（６１９）
それそれに設けられてもよい。
【０１０７】
　図８および図２３において、開孔（１３０）または開孔（６４９）は、一般的な十字形
状として示したが、他の実施形態において、開口または開孔（ｈｏｌｅ　ｏｒ　ａｐｅｒ
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開孔は実質的に円形である。
【０１０８】
　本発明のチッププロテクターデバイスの特徴は、デバイスが、内視鏡シャフト（３）ま
たはチップ（５）を、端面（７）から距離を置いて把持するところにある。このように、
端面（７）と把持手段との間には、プロテクターデバイスによって把持されない、チップ
（５）の領域または長さ部分が存在する。
【０１０９】
　本発明のプロテクターデバイスは、直径が約２ｍｍから１０ｍｍの間のシャフト（３）
を有する内視鏡（１）を受け入れて把持するための典型的な寸法に製作される。
【０１１０】
　本発明のプロテクターデバイスは、デバイスが再使用できないようにする使い捨ての特
徴を含むことが望ましい。この特徴は好ましくは、プロテクターデバイスが最初に使用さ
れた後、破壊されるか、または一部の他の方法では操作不可能になるように設計されるこ
とが望ましく、それによって、デバイスは、２回目の使用において第２の位置に保持する
ことができなくなり、その結果、デバイスで第２の内視鏡シャフトを把持することが防止
される。
【０１１１】
　前述のチッププロテクターデバイスは、内視鏡チップへの適用に関連して記載したが、
チッププロテクターデバイスは、チップ、詳しくは細長いシャフトを有する任意の器具の
端面を保護することが望まれる場合に、器具のチップに装着し得ることが理解されるであ
ろう。
【０１１２】
　したがって本発明は、従来技術のデバイスにおける欠点の少なくとも一部を解消する、
改良されたチッププロテクターデバイスを提供するものである。
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